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はじめに 

 

同族・非同族に関わらず、企業成長は最も重要な経営課題の一つであり、様々な戦略が存

在します。このとき企業の成長戦略は、企業の中にある経営資源を活用して成長する内部成

長（Internal growth）と、企業の外にある経営資源を活用して成長する外部成長（External 

growth）の二つに分けて検討がなされます。例えば M&A は外部成長の代表的な事例です。 

同族企業においては、第三者からの影響を受けたくなかったり、企業規模の拡大よりも経

営効率の改善等による利益率の向上を目的にしていたりといったことから、外部成長を好

まない傾向にあるといわれてきました。また創業者の場合は、そもそも保有している経営資

源が少ないことから、外部成長を検討する段階にない場合も少なくありません。 

以上を踏まえ、本研究では未上場企業を含む約 47 万社の企業データに対し、経営の視点

から 7 タイプに、所有の視点から 3 タイプに企業を分類します。そして、タイプ別に内部

成長と外部成長の程度を比較することで、同族・非同族それぞれの経営戦略の違いを統計的

に解明します。 

 

 

データについて 

 

まず、本研究で用いたデータについて説明します。企業データには、帝国データバンクが

保有している企業信用調査報告書（2016 年 1 月時点分）を用いました。このとき、代表者

の就任経緯から、企業を経営タイプとして 7 カテゴリ（創業者、同族継承、買収、内部昇

格、外部招へい、出向、分社化）に分類しました。さらに、筆頭株主情報から、企業を所有

タイプとして 3 カテゴリ（個人、企業、その他）に分類しました。表 1 がこの件数分布とな

っており、創業者・同族継承の場合は個人所有が多く、内部昇格・外部招へい・出向の場合

は企業所有が多いことが分かります。一般的に認知されているように、同族企業においては

経営と所有が分離しづらい傾向にあります。 

 

 

 



表 1. 未上場企業約 47 万社の経営タイプおよび所有タイプ別の件数 

  所有タイプ 

個人 法人企業 その他 合計 

 

 

 

 

経営タイプ 

創業者 193,079 - - 193,079 

同族継承 167,298 12,187 - 179,485 

買収 6,589 1,924 289 8,802 

内部昇格 35,650 15,666 5,033 56,349 

外部招へい 5,618 4,709 1,188 11,515 

出向 - 9,397 1,035 10,432 

分社化の一環 5,486 2,401 551 8,438 

合計 413,720 46,284 8,096 468,100 

 

 

経営タイプ別の企業の特徴 

 

まず、経営タイプ別の企業の特徴を売上高や創業年数、そして代表者の年齢分布を観測し

ました。図 1 が経営タイプ別の企業の売上高分布となります。企業の規模を表す売上高や

従業員数、取引先社数等はベキ則に従うことが報告されていますが、これを経営タイプ別に

観測しても同様の分布が得られます。そして、同族企業となる“創業者”や“同族継承”は、そ

れ以外の非同族企業に比べ、全体的に規模の小さい企業が多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 経営タイプ別の企業の売上高分布。累積分布を両対数軸にプロット。 

 



 次に、経営タイプ別の創業年数分布を観測しました。代表者が創業者であったり、買収や

分社化により就任したりした企業においては、その経緯により創業年は全体的に短い傾向

にあります。一方、“同族継承”の企業は創業年数が長い傾向が観測できます。図 1 の経営タ

イプ別の企業の売上高分布においては、“同族継承”の企業は創業者の企業等と同様に規模が

小さい企業が多くありました。図 2 のように、企業は創業年数に対して指数関数的に成長

することが報告されています。つまり全体傾向として「新しい企業は小さく、古い企業は大

きい」傾向が存在しているのにも関わらず、創業年数が長い傾向のある“同族継承”の企業に

おいてはこの限りではありません。先にも述べた通り、必ずしも企業規模の拡大を優先的な

経営目標としない同族企業の性向が観測される結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 創業年数と売上高の関係。片対数軸にプロット。 

 

経営タイプ 
平均 

創業年数 

創業者 25.68 

同族継承 58.48 

買収 31.08 

内部昇格 41.60 

外部招へい 33.21 

出向 36.84 

分社化の一環 23.05 

 

 

 

図 3. 経営タイプ別の創業年数分布。確率密度分布をプロット。 



 さらに、経営タイプ別の代表者の年齢分布を観測しました。全体的には 60 歳前後が平均

となり、経営タイプ別に大きな違いはありませんが、“出向者”が経営者の場合は分布の尖度

が他タイプと比較して非常に大きくなっています。“出向”により代表者に就任した人の多く

は、親会社や取引銀行などからベテランの役員・管理職等が派遣されたものと推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 経営タイプ別の代表者の年齢分布。確率密度分布をプロット。 

 

 

外部成長度合いの比較 

 

次に、先にも述べた通り、外部成長の代表的な事例である M&A のデータを用いて、同族

企業の内部成長性向を検証しました。具体的には、経営タイプ別に合併経験のある企業割合

を算出しています。表 2 がこの観測結果となります。非同族企業と比較して、同族企業にお

いてはこの割合が低く、外部成長性向が弱いことが分かります。 

 

表 2. 経営タイプ別の合併経験のある企業割合 

経営タイプ 同族企業 非同族企業 

全企業数 367,251 93,822 

合併経験のある 

企業数 
10,551 9,968 

合併経験比率 2.9% 10.6% 

経営タイプ 平均年齢 

創業者 59.6 

同族継承 56.8 

買収 59.1 

内部昇格 59.5 

外部招へい 60.3 

出向 59.3 

分社化の一環 59.1 



まとめ 

 

 本稿では、未上場企業を含む約 47 万社の企業データを対象に、代表者の就任経緯から

企業の経営タイプを分類しました。そして、この統計的性質を観測することで、同族企業

は外部成長戦略の代表例である M&A を好まないことや、“同族継承”の企業が創業年の長

さに比べて企業規模が小さいことより、成長することを望んでいない可能性が高いことを

定量的に検証し、同族企業の経営戦略が外部成長よりも内部成長にあることを示しまし

た。一方、同族企業といっても、創業者が代表者を務める一代目の企業とそれ以外では性

質が異なります。特に一代目の企業においては、その創業年の短さからくる企業規模の小

ささより、内部資源で企業成長を企てるしかない状態にあることが推測されます。よって

次稿では、創業者が代表者を務める企業に着目し、その統計的性質を解明していきます。 
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